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１．今年度の研究成果 

平成 19 年度は 3 年計画の 2 年目であり、（１）在宅医療を受けた患者の転帰に関する調査、（２）国民の

在宅医療に関する意識調査、および病院勤務医の紹介に関する調査（３）在宅医療ガイドブックによる啓蒙

活動および（４）外来化学療法・在宅療法推進のモデルの構築に関する研究を計画した。 

 

（１）在宅医療を受けた患者の転帰に関する調査では、調査対象の医療機関において、在宅医療を受け

た患者の転帰と、その転帰に影響した社会的因子について検討した。全国 8 か所の在宅療養支援診療所

において 2007 年 1 月 1 日から 12 月 31 日の期間に、死亡または中断した患者を対象とし調査を実施した。

現在データ収集中であるが、集計した 327 例において以下の中間解析が終了した。患者やその家族の在

宅死希望は、在宅医療の開始前に比べ、在宅医療開始後に増加した。これは、在宅主治医をはじめとする

医療者のかかわりにより、患者およびその家族の心情が変化したと考えられる。一方、在宅医療を受けて

いた患者のうち、死亡場所が自宅であった割合は約半数であり、在宅医療中断の理由は、家族の介護破

綻や独居であった。 

（２）在宅医療に関する調査は、①病院勤務医師対して在宅医療への紹介状況を問うたものと、②広く国

民に対して在宅医療についての知名度、希望を聞く 2 種類の調査を実施した。この調査の一部は平成 19

年度日本看護科学学会学術集会にて発表した。①在宅医療への紹介を経験した者は 80 人中 48 名であり、

その紹介頻度は年に 1 件から月に 80 件まで非常に幅があった。また在宅医療機関への紹介先にのべ 23

名は紹介元への逆紹介を選び、患者の希望する医療機関への紹介がのべ 33 名、患者の居住地に近いと

ころを探したが 1 名、その他の方法により紹介したものは 14 名であった。紹介と診療科の関係などについ

ては今後分析を進める。 

②継続してデータ収集中であるが、現時点で 447 例（回収率 13.5%）の中間解析では（男性 251 名、女性

196名、年齢中央値55歳（18-93））、在宅医療の認知率98％であった。しかし「自分は在宅医療を希望する」

とした回答者は６１%、「在宅医療を家族に勧めるか」という問いに対しても６３%が「勧めたい」と答えていた。

在宅医療の希望には、同居家族の有無など医療以外の要因が関与している傾向がみられた。今後、さら

に在宅医療に関する国民の希望とその要因について調査を進める予定である。 

（３）患者家族向けの普及啓発モデル構築研究の一環として昨年度作成した「７つのステップでわかる在

宅医療ガイドブック」を積極的に医療機関の地域連携室、在宅療養支援診療所、調剤薬局、および在宅医

療に関するシンポジウム開催時などに配布したところ活用され、好評であった。がん診療を行っている総合

病院などの医師に、在宅緩和を行っている地域の医療、在宅医療についての情報がないため、スムーズな

患者紹介を妨げているという問題点が明らかになったため、今年度は昨年の研究結果、本年度の調査（２）



をふまえ、病院勤務医師向けの在宅医療導入に関する手引きを作成した。 

（４）外来化学療法・在宅療法推進のモデルの構築にむけ、外来化学療法・在宅療法を受けている患者

の事例についての調査研究を実施した。各分担者の医療機関において医師・看護師・薬剤師・その他コメ

ディカルの視点及び患者・家族の視点から、在宅・外来化学療法を拡充・普及するにあたって、何が障害と

なっているか問題点を抽出し、その結果として高齢者のケースにおいては外来化学療法開始時と同時に介

護保険認定のための申請をすること等が在宅・外来化学療法円滑に進める際のポイントになることが明ら

かになった。 

 

２．前年度までの研究成果 

研究１年目は、がん患者が希望する在宅医療・通院治療を可能とするための医療連携・患者支援システ

ム構築の基盤となるデータ収集を重点的に行った。がん患者が希望する在宅医療・通院治療の円滑なモ

デルとして、悪性リンパ腫患者の在宅化学療法について検討した。また、悪性腫瘍患者に対する在宅医療

の実態調査や在宅医療を受けた患者の死亡に関する調査を実施し、患者年齢、家族の協力、医療機関か

ら患者宅までの距離、在宅医療実施機関との連携、緩和ケア病棟の拡充などが問題点として抽出され、関

連学会で発表した。またこれらをもとに、「７つのステップでわかる在宅医療ガイドブック」を作成した。 

 

３．研究成果の意義および今後の発展 

本研究は、患者の希望する在宅治療と通院治療を可能にするための医療連携システム及び患者支援シ

ステムの整備、とくに高齢者がん患者が生活の質を維持しつつ在宅・通院治療が可能となるような、円滑な

システムの追求を目的意義としており、がん対策基本法に謳われている「がん患者の療養生活の質の維

持向上のために必要な施策」の基盤データを提供する。 

がん対策基本法でも、居宅におけるがん医療の提供のための連携協力体制の確保が挙げられている

が、本研究は、まさに患者のニーズに沿って、在宅医療・通院治療の両面を調査し問題点を抽出し、解決

のために医療者の啓蒙、患者への情報提供を実施するものである。本研究の成果より必要な情報をパン

フレットにまとめたが、これは実際に幅広く活用されている。 

今後、パンフレットによる啓蒙活動だけでなく研究成果も踏まえ、医療従事者に対するがん患者の療養

生活の質の維持向上に関する研修機会の提供し、在宅通院医療の人材養成を推進する。また、その効果

について評価する。患者・家族の通院治療に関する知識の普及を目指し、ホームページ等を通じ患者とそ

の家族の視点に立った在宅医療・通院治療に関する情報提供システムを構築する。さらに円滑な通院治

療から在宅医療への移行が可能となるモデル構築を行う。患者や家族の理解度・満足度・納得度等を定期

的に調査してフィードバックを行い、より患者のニーズに対応した体制となるよう研究、改善を続ける。 

がん患者が希望する在宅または通院治療を整備できれば、高齢がん患者の生活の質を維持し、社会生

活の継続が可能となり医療サービスの向上、医療サービスの均てん化を現実化するとともに、がん患者の

療養生活の質の維持向上に貢献する。 



３．倫理面への配慮 

患者情報はプライバシー守秘に関して十分な配慮が必要である。個人情報を取り扱う場合、本研究では

東京大学医科学研究所をはじめ、研究分担者施設の倫理審査委員会の承認を得て実施し、個人情報保

護法に準拠して扱う。 

本研究では、人体から採取された試料は用いない。 
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